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研究主題
現代の諸課題を追究したり解決したりする

活動を通じて、主権者として必要な資質･能力
を育むための教科等横断的な学習プログラム
(育成を目指す資質・能力をベースに整理した
主権者教育の全体計画)及び新科目「公共」の
単元計画の開発
～公民科及び学校設定科目「じもと学」を中核とする、
地域と連携した主権者教育の実践～
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本校の課題（生徒の実態等から）
現実の社会に主体的に関わろうとする姿勢や態

度、課題解決のために必要な公正な判断力等が十
分に身に付いていない。

現実の社会を見据え、自ら地域の課題を追究し
たり、他者と協働して解決に向け構想を立て実行
するなどの学習活動を通じて、主権者として必要
な主体的に社会に参画するための資質・能力を育
成する必要がある。
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本研究の方向性及び学習プログラムの概要①

公民科や家庭科、学校設定科目「じもと学」
及び特別活動等において、生徒が現代の諸課題
を追究したり解決したりする活動を通じて、主
権者として必要な資質・能力を育む。その際、
国際性豊かで歴史の深い観光都市である登別市
をはじめとする地域の恵まれた環境を生かして
探究学習を設定し、地域の人材や関係諸機関と
連携しながら研究を進める。
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本研究の方向性及び学習プログラムの概要②

本研究の内容を整理するため、生徒の
高校３年間及び将来を見据え、育成を目
指す資質・能力をベースに整理した、教
科等横断的な学習プログラム（主権者教
育の全体計画）及び新科目「公共」の単
元計画を開発する。
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研究のロードマップ

6



7



令和３年度
研究1年目
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月 対象 内 容
４月 １年次 地域研修①（総合的な探究の時間）
７月 １年次

１年次
意識調査①を実施
政治参加と公正な世論の形成・地方自治Ⅰ（現代社会）

８月 １年次 政治参加と公正な世論の形成・地方自治Ⅱ（現代社会）
９月 １年次

全学年
政治参加と公正な世論の形成・地方自治Ⅲ（現代社会、公開授業）
模擬選挙（生徒会役員選挙）

１０月 １年次
１年次

地域研修②（総合的な探究の時間）
法や規範の意義及び役割、司法参加の意義（現代社会）

１１月 １年次
１年次

地域研修②（総合的な探究の時間）発表
法や規範の意義及び役割、司法参加の意義（現代社会）
公開研究会（現代社会「模擬裁判」）

１２月 １年次 裁判所及び議会見学（現代社会）
２月 １年次 雇用と労働問題（現代社会）

意識調査②

令和３年度
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令和３年度の学習プログラム
① 政治参加と公正な世論の形成・地方自治Ⅰ【公民：２時間】
② 政治参加と公正な世論の形成・地方自治Ⅱ【公民：２時間、

特別活動：１時間】
③ 政治参加と公正な世論の形成・地方自治Ⅲ【公民：２時間、

総合的な探究の時間：３時間】
④ 法や規範の意義及び役割、司法参加の意義【公民：６時間】
⑤ 雇用と労働問題、財政及び租税の役割、少子高齢社会における

社会保障の充実・安定化【公民:４時間、総合的な探究の時間】
⑥ 学校設定科目「じもと学」の全体計画の確定【委員会等】
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学習活動①
政治参加と公正な世論の形成・地方自治Ⅰ
・登別市職員及び地元広報誌の編集者とコラボレーションした授
業を、１年「現代社会」で実施。

・市職員からの講義や、編集者から出された事前課題（地元のお
すすめの飲食店情報の収集）をもとに、地域の現状や地域資源
などを紹介したマップを作成。

・ガイドブック「のぼりべつテイクアウトグルメコレクション
2021」の作成を補助し、地域経済の活性化を図る取組に本校
生が参画。

連携先：地元広報誌編集者
登別市役所 11



学習活動②
政治参加と公正な世論の形成・地方自治Ⅱ
・公民科サポートチーム（道教委の公民科担当指導主事で構成）
の協力を得ながら、政治参加の重要性に係る単元計画を作成
し、これに基づく研究授業を実施。

・研究授業の後日に、生徒会役員選挙及び投・開票を実施。

連携先：登別市選挙管理委員会 12



学習活動③
政治参加と公正な世論の形成・地方自治Ⅲ 

・10月に以下の３コースで研修
①「登別の自然と町づくり」②「登別温泉の歴史と観光」
③「防災教育と縄文文化」

・各コースで、SDGｓの視点から持続可能な社会づくりを
目指す手掛かりについて探究。

・各コースで、地域のまちづくりのアイデアを出し合い、
グループ別に発表を実施。
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学習活動④−１
法や規範の意義及び役割、司法参加の意義

・法や規範の意義及び役割、司法参加の意義にかかる単元計
画を作成し、これに基づく研究授業を実施。

・NHK for school「昔話法廷」を教材
にした模擬裁判を通じて、市民が裁
判に参加する際に求められる公平・
公正な判断について、多面的・多角
的に考察。
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学習活動④−２
法や規範の意義及び役割、司法参加の意義
・札幌地方裁判所室蘭支部の裁判官と北海道みらい法律
事務所の弁護士、本校校長・教員が、被疑者役などに
扮した模擬裁判を実施。

・生徒が裁判員として考察したことを
テキストマイニングやポートフォリ
オ等を活用して分析するとともに、
単元の学習を通じて変容した、生徒
の思考について分析した。

連携先：裁判官・弁護士
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生徒の記述
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テキストマイニング
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学習活動④−３
法や規範の意義及び役割、司法参加の意義

・札幌地方裁判所室蘭支部に行き、
実際の法廷を見学するとともに
裁判所職員からの講義を受け、
司法参加の意義について理解。

・登別市議会で模擬議会を実施し、
生徒が「議員」として参加する
ことで、政治参加の意義につい
て理解。

連携先：札幌地方裁判所室蘭支部・登別市議会 20



学習活動⑤
雇用と労働問題、財政及び租税の役割、少子
高齢社会における社会保障の充実・安定化
・単元「主として経済に関わる事項」のまと
めにおいて、「もし自分が登別or室蘭の市
議会議員に立候補するとしたら」という視
点に立ち、既習の知識や見方・考え方を活
用した持続可能なまちづくりに関する政策
を多角的・多面的に考察・構想。
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学習活動⑥
学校設定科目「じもと学」の全体計画の確定
・学校設定科目「じもと学」について、将来
構想委員会で全体計画及び学習指導計画を
検討・作成。

・その際、登別市職員や関係団体と打合せを
行い、関係各所と連携・協働を図りながら
地域をベースとした探究学習について検討。
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令和３年度
研究1年目の成果
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生徒アンケートの結果
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生徒の回答の割合

主 な 質 問 項 目 １回目（７
月） ２回目（２月）

将来、政策決定など、積極的に政
治に参加したいと思う※肯定的な
回答

50.9% 61.1%

私の社会参加により、変えて欲し
い社会現象が少し変えられるかも
しれないと思う※肯定的な回答

71.5% 82.3%

私個人の力では政府の決定に影響
を与えられないと思う※否定的な
回答

14.3％ 36.7％

選挙権が与えられたら投票に行こ
うと思う※肯定的な回答 79.5% 87.7%

生徒の変容等①

全国平均
33.2％

全国平均
29.2％

全国平均
32.5％
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本校の課題「現実の社会に主体的に関わろう
とする姿勢や態度の育成」について一定の成果

研究課題「現代の諸課題を追究したり解決し
たりする活動を通じて、主権者として必要な資
質・能力を育成する」について、生徒の主体的
に社会に参画する態度の育成に一定の成果
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生徒の変容等②

○ 単元を貫く問い
「社会参加と合意
形成に向けて、市
民として裁判に参
加するために必要
な公正・公平な判
断とは何か」
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令和４年度
研究２年目
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令和４年度
月 実 施 内 容

公民科「公共」 その他
４ 大項目A 地域研修（総合的な探究の時間）
５ 「じもと学」ワークショップの開始（～１２月随時）
６ 大項目B 業界調べ、業界講話（総合的な探究の時間）

７・８ 研究授業「主として法に関わる事項」 生活安全（消費者）教室（家庭）
９ 模擬選挙、教科内研修 前期のまとめ
１０ 研究授業「主として経済に関わる事項」 「じもと学」成果発表会①
１１ 薬物乱用防止教室、就業体験
１２ 研究授業「主として経済に関わる事項」 主権者教育の全体計画の改善（将来構想委員会で検討）
１ 事業実施後の意識調査の実施・分析

２ 教科内研修会、校内研修会 「じもと学」成果発表会②、交通安全講話（保健）
後期のまとめ

３ 活動集録作成、報告書の作成・提出 29



「公共」の取組
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令和４年度の研究授業「公共」
① 大項目Ｂ「主として法に関わる事項」

法や規範の意義及び役割、司法参加の意義
（８月22日実施）

② 大項目Ｂ「主として経済に関わる事項」
職業選択

（10月31日実施）
③ 大項目Ｂ「主として経済に関わる事項」

私たちと経済
（12月16日実施）
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①大項目Ｂ「主として法に関わる事項」
法や規範の意義及び役割、司法参加の意義(８月22日実施)

・北海道みらい法律事務所の弁護士をゲストティーチャー
として招き、2021年の少年法改正について講義。

・「実名報道」に焦点化して、その意義について多面的・
多角的な視野で考察・表現。

☆単元を貫く問い
「法的主体などとしてよりよい社会の形成に参画する
ことに向けて、裁判で公平・公正に判断するために
何が必要か」

連携先：弁護士 32



・「2050年の日本を担うのはどの産業分野
か」を単元の基軸となる問いとして設定。

・産業構造の変化には要因があることを理解
することをテーマとして実施。

・「ＲＥＳＡＳ」（地域経済分析システム）
を活用しながら、今後の日本
を担う産業について考察。

② 大項目Ｂ「主として経済に関わる事項」
職業選択(10月31日実施)
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③ 大項目Ｂ「主として経済に関わる事項」ー１
私たちと経済(12月16日実施)

＜概要＞
・人口減少や労働力不足についての基本的な理解に基づき、
登別の産業において活用できるAI等の技術について、グ
ローバル化や持続可能な社会などの観点から評価し、登
別の産業を発展させるための視点を身に付ける。

・単元の初回の授業で考察した「2050
年の日本を担う産業」について、
これまでの学習で身に付けた知識や
視点を活用して主体的に振り返る。
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③ 大項目Ｂ「主として経済に関わる事項」－２
私たちと経済(12月16日実施)

＜指導上の工夫＞
○地域や社会生活における具体的な課題等を自分との関わりの中で

捉えられるようにするための指導上の工夫
・「RESAS」（地域経済分析システム）を活用して地域の産業別労
働人口や売上額等のデータを収集し、年代別の推移について考察。

・考察結果から、地域の将来を担う産業に
ついて、「地元らしさ」「グローバル化
への対応」「持続可能性」の３つの視点
をもとに見通しを立てた。

・生徒が立てた産業に対する見通しについ
て、登別市役所職員５名から助言を得た。

連携先：登別市役所 35



学校設定科目
「じもと学」の取組
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令和４年度の「じもと学」学習プログラム
① じもとワークⅠ「市役所ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ」(8)
② じもとワークⅡ「じもとＯＪＴ」(6)
③ じもとワークⅡ「市役所ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ」(6)
④ じもとワークⅢ「観光協会巡検・見学」(10)
⑤ じもとの自然 「キウシト湿原」(7)
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じもとワークⅠ「市役所ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ」(8)

・登別市役所の方をゲストティーチャーとし
て招き、講義とワークショップを実施。

・「本庁舎の建設～幌別地区のまちづくり」
をテーマに新庁舎の配置や旧庁舎の跡地利
活用についてディスカッション。

・環境問題、登別ブランドについても
同じく実施。

連携先：登別市役所
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じもとワークⅡ「じもとＯＪＴ」(6)
・登別市のじもと企業（民間事業者）5社で見学
や実習を実施。

・「わかさいも本舗」ではケーキ作りと商品開発
を実施。

連携先：地元の民間事業者 39
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じもとワークⅡ「市役所ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ」(6)

・「防災」について市職員とＮＨＫ職員が講義。
・高校生にできる対策を考えＡＲ(拡張現実)
による津波浸水体験の防災教室を実施。

連携先：登別市役所・ＮＨＫ 41



・市役所防災担当による「避難所運営ゲーム
（ＤＯはぐ）」を実施。

・冬季の避難所運営についてカードを使って
対応策を検討。

じもとワークⅡ「市役所ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ」(6)

連携先：登別市役所 42



じもとワークⅢ「観光協会巡検・見学」(10)
・登別観光協会による講義を受け、外国人へ
のメッセージカードを作成。

・温泉街への巡検で、街の活性化に必要なコ
トとモノについて探究。

連携先：登別観光協会 43



じもとの自然 「キウシト湿原」(7)

・本校に隣接するキウシト湿原でフィールド
ワーク（コケの定植、外来種駆除、苔テラ
リウム作り）を実施。

連携先：ＮＰＯ団体(キウシト湿原・登別) 44



成果の普及
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令和３年度の道教委「授業改善セミナー」で研究
授業及び研究協議を実施

令和４年度の道教委「高等学校教育課程編成・実
施の手引」（公民）へ実践事例を掲載
http://www.koukou.hokkaido-c.ed.jp/tebiki/r4/r4koumin.pdf
http://www.koukou.hokkaido-c.ed.jp/tebiki/r4/douga/r4koumin.mp4

令和４年度「全道代表高等学校長研究協議会」で
主権者教育の実践例として紹介

46
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令和４年度
「高等学校教育課程
編成・実施の手引」

・公民科のトピック
として作成

・本手引を基に、指
導主事が教科指導
訪問で指導助言
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